
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜
‐
－
泰
国
中
華
総
商
会
に
つ
い
て
§
｜
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
直
　
　
作

　
　
　
　
　
　
三
　
泰
国
中
華
総
商
会
の
構
造

　
イ
　
郷
籾
別
構
造
＝
前
号
（
本
誌
、
第
四
十
一
号
「
研
究
ノ
ー
ト
」
、
「
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造
」
―
泰
国
中
華
総
商
会

に
つ
い
て
日
―
第
九
六
｜
七
頁
）
に
も
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
通
り
、
章
程
に
あ
げ
ら
れ
た
本
会
の
宗
旨
（
第
二
条
）
は
、
エ
商
業
の

促
進
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
事
項
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
本
会
の
機
構
は
下
部
工
商
業
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
者
達

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
う
る
。
だ
が
、
事
実
上
は
章
程
に
か
か
わ
ら
な
い
で
下
部
の
郷
留
別
の
七
属
（
潮
州
・

広
肇
・
客
家
・
福
建
・
海
南
・
三
江
・
台
湾
）
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
会
董
（
理
事
）
計
五
一
名
に
よ
っ
て
、
「
会
董
会
」
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。
「
会
董
会
」
に
は
主
席
一
名
、
副
主
席
二
名
、
秘
書
一
名
、
財
政
二
名
も
包
括
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
一
応
比
較
の
た
め
に
、
留
派
制
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
構
造
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ロ
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
場
合
‥
＝
右
の
郷
聊
別
董
事
の
選
出
方
法
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
そ
れ
と
共
通
し

て
い
る
。
同
総
商
会
の
場
合
は
そ
の
章
程
第
一
八
条
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
董
事
（
会
董
）
四
五
名
、
商
業
団
体
董
事
六
名
、
計
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

一
名
で
あ
っ
て
、
会
長
一
名
、
副
会
長
が
そ
の
う
ち
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
は
、
任
期
二
年
の
新
董
事
会
選
出
の
場
合
、
予
め
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
各
辨
別
選
出
の
董
事
の
分

配
額
数
が
決
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
五
年
－
六
年
度
の
場
合
に
は
、
次
の
通
り
に
決
定
さ
れ
て
い
た
。

　
　
（
精
別
）
　
　
　
　
　
（
会
員
数
）
　
　
　
　
　
（
董
事
割
当
数
）

　
　
福
　
精
　
　
　
　
一
、
三
三
〇
名
　
　
　
　
　
　
二
三
名

　
　
潮
　
精
　
　
　
　
　
　
五
三
四
名
　
　
　
　
　
　
一
〇
名

　
　
広
　
精
　
　
　
　
　
　
一
九
六
名
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
　
埔
　
精
　
　
　
　
　
　
一
五
四
名
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
　
三
江
精
　
　
　
　
　
　
二
一
三
名
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
　
諒
（
海
南
）
精
　
　
　
　
五
一
名
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
梅
　
精
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
名
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
商
　
団
　
　
　
　
　
　
　
七
二
団
体
　
　
　
　
　
　
六
名

　
右
で
は
、
ま
ず
各
偕
の
会
員
数
が
重
視
さ
れ
る
。
同
年
の
会
員
数
総
計
二
、
五
〇
八
名
に
四
五
名
の
董
事
を
均
等
配
分
す
る
場

合
、
会
員
数
五
五
・
七
三
名
に
対
し
て
一
名
の
割
合
と
な
る
。
右
の
決
定
数
は
、
正
確
に
均
等
的
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
そ
の
方
針
に

沿
っ
て
い
る
。
た
だ
、
広
偕
の
勢
力
の
後
退
が
目
立
っ
て
い
る
。
創
立
当
時
の
「
新
嘉
坡
中
華
商
務
総
会
試
弁
章
程
」
に
よ
れ
ば
、
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一
九
○
六
年
同
会
創
立
の
際
の
留
別
役
員
定
員
数
は
次
の
通
り
で
あ
言
】
。

　
　
　
　
　
　
　
　
総
理
　
　
協
理
　
　
　
議
員
　
　
　
計

　
　
（
福
建
帑
）
　
　
　
一
名
　
　
四
名
　
　
二
八
名
　
　
二
一
名

　
　
（
広
東
輩
）
　
　
　
一
名
　
　
六
名
　
　
二
四
名
　
　
三
一
名

　
右
の
合
計
五
二
名
の
う
ち
、
広
東
帑
（
広
・
潮
・
埔
・
諒
・
梅
を
ふ
く
む
）
が
圧
倒
的
員
数
を
占
め
て
い
た
が
、
最
近
年
で
は
福
建

帑
の
方
が
優
位
を
占
め
、
商
団
董
事
六
名
の
う
ち
四
名
は
祖
建
留
で
、
計
二
七
名
と
な
り
、
そ
の
地
位
の
逆
転
を
み
て
い
る
。
最

近
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
で
は
、
精
到
選
挙
制
に
対
す
る
批
判
の
声
が
高
く
な
り
、
一
九
六
八
年
九
月
に
は
、
同
会
財
政
主

任
の
「
康
振
福
」
（
福
建
省
出
身
）
が
分
県
選
挙
制
は
本
国
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
た
守
旧
観
念
で
あ
っ
て
、
董
事
四
五
名
、
商
業
団
体
董

事
六
名
を
分
県
的
に
選
出
す
る
第
一
八
条
を
惨
敗
し
て
、
商
業
団
体
董
事
二
五
名
、
商
号
董
事
二
五
名
、
個
人
董
事
五
名
、
計
五
五

名
と
し
て
、
董
事
会
を
組
織
し
、
そ
の
う
ち
か
ら
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
を
選
出
す
べ
き
で
あ
る
。
一
九
六
七
年
度
の
福
建
精
会

員
数
五
五
六
名
に
対
し
、
そ
の
他
各
精
が
六
七
九
名
で
多
数
を
占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
ご
と
く
福
建
留
董
事
が
五

一
名
中
二
七
名
の
過
半
数
を
占
め
る
矛
盾
に
対
し
、
抗
議
文
を
正
副
会
長
に
呈
出
］
社
。
だ
が
、
康
振
福
の
分
帑
選
挙
廃
除
の
建
議

は
直
ち
に
認
め
ら
れ
な
い
で
、
翌
一
九
六
九
年
二
月
二
十
日
の
選
挙
で
は
、
董
事
数
を
五
一
名
か
ら
商
団
董
事
四
名
を
増
加
し
て
計

五
五
名
と
し
、
次
の
通
り
の
選
出
を
み
た
。

　
　
（
精
初
）
　
　
　
　
　
（
会
員
数
）
　
　
　
　
　
（
董
事
数
）

　
　
福
建
精
　
　
　
　
二
、
ご
豆
名
　
　
　
　
　
二
三
名

　
　
潮
州
精
　
　
　
　
一
、
〇
五
五
名
　
　
　
　
　
一
一
名



　
　
広
　
帑
　
　
　
　
　
　
三
五
四
名
　
　
　
　
　
　
四
名

　
　
三
江
輩
　
　
　
　
　
　
三
一
三
名
　
　
　
　
　
　
三
名

　
　
大
埔
精
（
客
家
）
　
　
　
一
七
〇
名
　
　
　
　
　
　
二
名

　
　
梅
帑
（
客
室
）
　
　
　
　
七
〇
名
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
涼
（
海
南
）
輩
　
　
　
　
六
七
名
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
商
団
董
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
名

商
団
董
事
の
内
訳

　
　
ｍ
　
砂
拉
越
出
入
口
商
公
会
（
林
理
化
）
　
　
　
　
　
七
二
票

　
　
㈲
　
新
嘉
坡
裂
衣
廠
公
会
（
藍
天
）
　
　
　
　
　
　
　
七
一
票

　
　
㈲
　
星
洲
華
人
金
銀
商
業
公
会
（
林
紹
霖
）
　
　
　
　
六
七
票

　
　
㈲
　
新
嘉
坡
建
築
材
料
商
公
会
（
沈
孔
）
　
　
　
　
　
六
六
票

　
　
㈲
　
爪
亜
商
務
公
局
（
邱
雄
藩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
票

　
　
㈲
　
新
嘉
坡
樹
膠
製
造
品
廠
公
会
（
雁
振
鎮
）
　
　
　
六
四
票

　
　
帥
　
中
国
綢
布
什
貨
入
口
商
連
合
会
（
李
子
衡
）
　
　
六
三
票

　
　
㈲
　
新
嘉
坡
摂
影
公
会
（
陳
振
声
）
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
票

　
　
㈲
　
五
金
商
公
会
（
柯
隆
美
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
票

　
　
�
　
中
薬
出
入
ロ
商
公
会
（
林
再
欽
）
　
　
　
　
　
　
六
〇
票

　
右
の
通
り
商
団
董
事
の
増
加
に
よ
っ
て
、
分
留
制
は
多
少
緩
和
さ
れ
た
が
、
原
則
と
し
て
な
お
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
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は
、
分
精
選
挙
を
廃
除
す
る
場
合
は
、
選
挙
の
競
争
激
烈
と
な
り
、
華
僑
社
会
の
分
裂
化
を
導
く
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
言
語
・

習
俗
の
集
団
社
会
と
し
て
福
建
会
館
・
義
安
公
司
（
潮
州
ハ
邑
系
）
・
茶
湯
会
館
（
大
埔
県
出
身
者
団
体
）
・
広
東
会
館
・
客
属
総
会
・

三
江
会
館
・
腔
州
会
館
等
の
帑
派
団
体
の
個
別
的
立
場
を
保
留
し
て
、
選
挙
し
、
一
旦
選
出
さ
れ
た
上
は
、
各
精
は
董
事
会
を
組
織

し
、
同
心
協
力
華
人
団
結
の
基
礎
と
し
て
、
総
商
会
内
部
組
織
の
各
小
組
（
総
務
・
財
政
・
商
務
・
教
育
・
福
利
・
交
際
）
は
精
派
的
立

場
を
超
越
し
て
選
出
し
、
共
同
責
任
の
上
に
華
人
社
会
の
団
結
と
進
歩
を
は
か
り
、
個
と
全
体
の
速
合
を
は
か
っ
て
い
く
の
が
、
現

実
に
即
し
た
い
き
方
で
あ
る
と
の
立
場
が
保
持
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
総
商
会
に
保
護
を
申
請
す
る
も
の
は
、
個
人
と
し
て

で
は
な
く
、
何
ら
か
の
帑
に
入
留
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
総
商
会
は
そ
の
申
請
を
受
け
い
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
集
団
社
会

的
構
造
重
視
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
八
八
。

　
だ
が
、
一
九
七
二
年
度
華
僑
人
口
数
（
二
八
三
万
人
）
が
総
人
口
数
（
二
一
四
万
人
）
の
七
六
％
を
占
め
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ー
・
ル
に
お
い

て
、
一
九
五
四
年
以
降
自
治
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
「
人
民
行
動
党
」
‥
‥
‥
ｙ
ｏ
Ｓ
訃
μ
氏
０
ｎ
.
　
ｒ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
の
李
光
耀
（
大
埔
県
出
身
）
内

閣
は
一
八
年
間
の
存
続
を
み
て
き
て
お
り
、
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
の
主
要
課
題
は
、
そ
の
名
称
に
背
か
ず
、
き
わ
め
て
行
動

的
・
実
践
的
に
遂
行
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
中
華
総
商
会
が
最
高
自
治
機
構
と
し
て
過
去
に
果
し
て
き
た
役
割
は
、
漸

次
縮
少
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
既
往
の
伝
統
主
義
的
な
留
派
社
会
の
機
構
と
、
分
費
選
挙
制
が
批
判
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ

と
は
、
当
然
の
帰
結
と
い
え
よ
う
。

　
右
の
ご
と
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
で
は
聊
派
勢
力
は
、
商
業
団
体
の
増
加
と
と
も
に
、
薄
弱
化
し
て
き
て
い
る
が
、
な

お
各
地
間
の
曹
派
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
依
然
と
し
て
有
力
に
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
勢
力
は
温
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
バ
ン

コ
ッ
ク
の
場
合
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
連
携
は
緊
密
で
あ
る
。
共
通
し
て
、
潮
州
系
と
客
家
系
・
大
浦
系
が
有
力
な
存
在
を
示
し
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て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
福
建
苛
系
元
老
派
が
領
導
的
立
場
を
保
持
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
は
、
満
州
帑
・
大
埔
苔
等
で

あ
る
点
で
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
両
他
の
中
華
総
商
会
が
隔
年
毎
に
両
地
で
交
代
に
連
合
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。
政
治
的
に
も
、

米
中
会
談
後
両
国
政
府
は
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
李
光
耀
首
相
（
潮
州
府
大
浦
県
出
身
）
と
、
タ
イ
国
タ
ノ
ム

首
相
と
の
会
談
で
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と
の
ご
と
き
は
注
目
に
値
す
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
各
自
の
章
程
に
明
文
と
批
判
の
有
無
如
何
を
問
わ
な
い
で
、
双
方
の
総
商
会
に
は
実
質
上
分
帑
別
選
挙
制
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
　
ペ
ナ
ン
中
華
総
商
会
の
場
合
＝
帑
派
制
の
間
題
は
右
の
両
地
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
各
地
華
僑
社
会
の
伝
統
主
義
的

構
造
の
基
盤
を
形
成
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
西
マ
レ
イ
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
中
華
総
商
会
（
一
九
〇
三
年
創
立
）
の
場
合
に
つ
い
て
み

れ
ば
、
同
会
章
程
㈱
「
選
挙
職
員
」
に
は
、
本
会
の
董
事
は
、
二
年
ご
と
に
投
票
方
式
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
粤
（
広
東
）
籍
一
五
名
、

閔
（
福
建
）
籍
一
五
名
、
そ
の
他
省
籍
二
名
、
商
業
団
体
代
表
七
名
、
計
三
九
名
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
商
業
団
体
董
事

は
、
本
会
の
正
副
会
長
・
義
務
査
帳
員
に
当
選
し
え
な
い
こ
と
が
㈱
の
丙
項
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
、
正
副
会
長
は
と
も
に
粤

・
閔
籍
、
も
し
く
は
他
省
籍
の
も
の
で
、
独
占
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
も
、
他
の
各
中
華
総
商
会
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
ニ
　
泰
国
中
華
総
商
会
の
場
合
‥
Ｈ
タ
イ
国
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
、
ペ
ナ
ン
の
場
合
の
ご
と
く
、
苛
烈
制
の
明

文
規
定
は
な
く
、
「
会
董
会
」
は
、
五
一
名
を
定
員
と
し
、
そ
れ
に
主
席
、
副
主
席
二
名
・
秘
書
一
名
・
財
政
二
名
を
ふ
く
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
（
本
会
、
章
程
第
一
三
条
）
。
タ
イ
国
で
は
仏
暦
二
五
〇
九
年
（
西
暦
一
九
六
六
年
）
制
定
の
「
商
業
公
会
条
例
Ｌ
に
よ
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っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
外
観
上
中
国
的
色
彩
は
稀
薄
で
あ
る
。
だ
が
、
偕
別
制
の
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
後
述
の
通
り
で

あ
る
。
会
董
の
任
期
は
二
年
で
あ
っ
て
、
会
董
会
は
二
年
毎
に
全
体
辞
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
商
業
公
会
条
例
第
四
〇
条
）
。

法
律
に
違
犯
し
、
国
家
の
経
済
安
全
を
妨
害
し
、
も
し
く
は
人
民
の
安
全
を
妨
害
し
た
も
の
、
全
員
の
三
分
の
二
以
上
の
反
対
あ
る

場
合
は
、
た
と
え
道
徳
良
好
で
あ
っ
て
も
、
会
董
を
辞
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
本
会
章
程
第
一
五
条
）
。

　
さ
ら
に
、
本
会
章
程
第
七
条
で
は
、
会
員
資
格
の
喪
失
は
、
（
甲
）
死
亡
、
（
乙
）
退
会
、
（
丙
）
破
産
、
（
丁
）
入
会
当
時
の
登
記

し
た
商
業
、
も
し
く
は
工
業
の
経
営
を
停
止
し
た
も
の
、
（
戌
）
行
為
無
能
力
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
、
（
己
）
十
分
の
理

由
な
く
し
て
、
会
費
、
も
し
く
は
賛
助
費
の
納
入
を
一
年
か
ら
両
年
に
わ
た
っ
て
滞
っ
た
も
の
、
（
庚
）
さ
ら
に
次
の
何
れ
か
の
情

況
あ
る
場
合
は
、
会
董
会
の
四
分
の
三
以
上
の
通
過
を
へ
て
、
そ
の
会
籍
が
取
消
さ
れ
る
。

　
旧
　
そ
の
行
為
が
商
人
道
徳
を
失
い
、
人
の
信
仰
を
う
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
。

　
㈲
　
負
債
畳
々
、
も
し
く
は
そ
の
行
為
が
本
会
を
し
て
損
失
を
蒙
ら
し
め
る
に
い
た
っ
た
場
合
。

　
㈲
　
本
会
の
章
程
を
遵
守
し
な
い
か
、
商
業
公
会
組
織
条
例
に
違
犯
し
た
も
の
。

　
タ
イ
国
に
お
け
る
中
国
人
は
、
国
籍
法
が
出
生
主
義
‥
こ
ｕ
ｓ
　
ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
で
あ
る
た
め
、
現
地
出
生
に
よ
り
多
く
は
タ
イ
籍
を
獲
得
し
、

タ
イ
国
の
立
法
と
習
俗
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
色
彩
が
み
ら
れ
る
。
本
会
章
程
も
タ
イ
文
と
中
文
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
会
董
会
」
は
、
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
、
特
別
に
事
故
が
あ
れ
ば
、
特
別
会
議
が
召
集
さ
れ
る
（
本
会
章
程
第
二
〇
条
）
。

　
　
「
会
員
常
年
大
会
」
は
、
毎
年
十
二
月
に
召
集
さ
れ
る
。
会
董
会
の
常
年
報
告
書
の
追
認
、
帳
務
の
収
支
の
審
査
、
本
会
各
項
の

事
宜
の
討
論
と
、
二
年
毎
に
会
董
を
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
本
会
章
程
第
二
三
条
）
。

　
　
「
会
董
会
主
席
」
の
職
務
は
、
本
会
の
代
表
人
で
あ
る
こ
と
、
本
会
職
員
の
各
項
工
作
執
行
の
監
督
、
会
董
会
会
議
の
召
集
、
会
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員
大
会
の
主
席
と
、
会
董
会
議
の
主
席
を
担
任
す
る
こ
と
で
あ
る
（
本
会
章
程
第
三
〇
条
）
。

　
　
「
会
董
会
」
の
下
部
に
は
常
務
会
董
会
が
あ
っ
て
会
董
の
う
ち
か
ら
、
一
五
名
を
選
出
し
て
常
務
会
董
会
を
組
織
し
、
会
員
大
会

と
会
董
会
の
決
議
案
の
執
行
、
本
会
常
年
財
政
収
支
予
算
の
編
製
、
本
会
一
切
の
工
作
規
章
の
制
訂
を
任
務
と
し
て
い
る
（
本
会
章

程
第
三
一
条
）
。

　
本
会
は
、
「
総
幹
事
」
一
名
を
お
き
、
常
務
会
董
会
が
委
任
す
る
。
総
幹
事
は
必
ず
し
も
会
員
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
で
、
品

行
端
正
・
学
識
才
能
と
も
に
優
良
で
、
政
治
的
背
景
の
な
い
こ
と
を
必
要
条
件
と
し
て
い
る
。
事
実
上
は
語
学
・
法
律
等
に
堪
能

で
、
既
往
に
は
「
老
師
」
と
か
「
出
官
」
‥
Ｊ
ｔ
ｒ
ａ
と
い
わ
れ
た
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
み
て
差
支
え
な
い
。

　
章
程
か
ら
み
れ
ば
、
本
会
の
機
構
は
、
ほ
ぼ
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
会
内
で
は
、
中
国
語
、
も
し
く
は
潮
州
語
が
支
配
的
で
、

章
程
に
は
明
文
規
定
は
な
く
と
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
の
場
合
と
同
様
、
荷
別
制
は
温
存
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
、
一
九
七
一
－
二
年
度
の
本
会
の
第
二
届
会
董
を
出
身
別
に
観
察
す
れ
ば
、
次
の
通
り
と
な
る
。

　
　
（
役
職
名
）
　
　
　
　
　
（
姓
名
）
　
　
　
　
　
（
出
身
地
）
　
　
　
　
　
（
聊
派
）

　
　
主
　
　
席
　
　
　
　
　
黄
作
明
　
　
　
　
　
潮
州
澄
海
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
副
主
席
　
　
　
　
　
楊
錫
坤
　
　
　
　
　
潮
州
恵
来
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
　
副
主
席
　
　
　
　
　
伍
励
民
　
　
　
　
　
嘉
応
州
梅
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）

　
　
秘
　
　
書
　
　
　
　
　
郭
振
殿
　
　
　
　
　
福
　
建
　
省
　
　
　
　
（
福
建
糸
）

　
　
財
　
　
政
　
　
　
　
　
許
漢
能
　
　
　
　
　
潮
州
澄
海
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
副
財
政
　
　
　
　
　
鄭
偉
昌
　
　
　
　
　
潮
州
潮
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）
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常
務
会
董
　
　
　
　
　
陳
紹
勲
　
　
　
　
　
潮
州
掲
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
黄
同
清
　
　
　
　
　
福
　
建
　
省
　
　
　
　
（
客
家
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
黄
永
林
　
　
　
　
　
潮
州
澄
海
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
曽
紹
準
　
　
　
　
　
潮
州
普
寧
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
葉
祥
龍
　
　
　
　
　
潮
州
潮
賜
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
譚
義
操
　
　
　
　
　
広
　
東
　
省
　
　
　
　
（
広
府
系
）

会
　
　
董
（
以
下
姓
名
略
）
　
　
　
　
　
　
潮
州
潮
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
饒
平
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
潮
安
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
建
　
省
　
　
　
　
（
客
家
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
澄
海
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
潮
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
豊
順
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
府
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湘
南
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
潮
州
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
台
湾
系
）

　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
応
州
梅
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）



″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
江
県
）

〝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
潮
安
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
普
寧
県
　
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
豊
順
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）

〝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
東
省
順
徳
県
　
　
　
（
広
府
県
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
応
州
梅
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
江
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
潮
安
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
普
寧
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
豊
順
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
東
省
順
徳
県
　
　
　
（
広
府
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
応
州
梅
県
　
　
　
　
　
（
客
家
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
掲
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
台
湾
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
豊
順
県
　
　
　
　
（
客
家
系
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
饒
平
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
澄
海
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
饒
平
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）
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″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
掲
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
饒
平
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
府
系
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
建
系
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
南
系
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
澄
海
県
　
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
潮
安
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
饒
平
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
南
系
）

　
　
〝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
州
潮
陽
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
″
　
　
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
　
〝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
　
　
〝
　
　
　
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
饒
平
県
　
　
　
　
（
韓
江
派
）

　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〝
豊
寧
県
　
　
　
　
（
榕
江
派
）

　
　
〝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
南
系
）

　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
名

前
表
の
計
五
一
名
役
員
の
出
身
地
別
割
当
数
は
、
次
の
通
り
と
な
る
。
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印
　
潮
州
韓
江
派
（
澄
海
・
潮
安
・
饒
平
）
　
　
　
　
　
一
六
名

　
②
　
潮
州
榕
江
派
（
潮
陽
・
掲
陽
・
普
寧
・
恵
来
）
　
　
一
三
名

　
㈲
　
客
家
系
（
梅
県
・
豊
順
・
大
埔
）
　
　
　
　
　
　
　
八
名

　
㈲
　
広
肇
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
㈲
　
福
建
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
㈲
　
海
南
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
名

　
⑦
　
台
湾
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
㈲
　
三
江
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
㈲
　
湖
南
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
名

　
以
上
、
七
属
各
僧
の
役
員
割
当
数
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
潮
州
府
の
北
か
ら
南
に
貫
流
す
る
韓
江
流
域
の
潮
安
（
旧
名
、
海
陽
）

・
澄
海
・
饒
平
の
「
海
澄
饒
系
」
、
も
し
く
は
「
韓
江
派
」
が
最
大
多
数
を
占
め
、
西
方
の
恵
州
か
ら
東
流
し
南
下
す
る
榕
江
流
域

の
潮
陽
・
掲
陽
・
普
寧
三
県
と
恵
来
県
を
ふ
く
れ
「
榕
江
派
」
が
第
二
位
で
あ
り
、
併
せ
て
潮
州
荷
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
を
占
め
て

い
る
。
潮
州
府
内
の
客
家
系
の
豊
順
・
大
埔
の
二
県
と
、
潮
州
に
北
接
す
る
嘉
応
州
の
「
客
家
系
」
が
第
三
位
を
占
め
、
バ
ン
コ
ッ

ク
の
華
僑
社
会
は
「
潮
州
系
」
を
中
心
と
し
て
凝
集
化
し
て
い
る
。
他
の
若
僧
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
福

建
偕
が
元
老
派
の
地
位
に
あ
る
が
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
潮
州
偕
は
韓
江
派
と
榕
江
派
元
老
の
両
頭
支
配
で
、
戦
前
汕
頭
の
海
澄
饒
会

館
と
潮
掲
普
会
館
の
組
織
し
た
「
万
年
豊
会
館
」
の
両
頭
支
配
と
共
通
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
榕
江
派
が
筆
領
会
董



の
「
陳
弼
臣
」
（
潮
陽
県
人
）
を
中
心
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
」
系
が
経
済
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ホ
ン
コ
ン
筝

と
連
携
の
も
と
に
、
そ
の
発
展
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
潮
州
人
の
団
結
的
凝
集
性
は
固
く
、
中
国
ギ
ル
ド
の
研
究
者
で
あ
っ
た
Ｈ

・
Ｂ
・
モ
ー
ス
も
「
他
領
の
満
州
人
が
す
ぐ
れ
て
ク
ラ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
で
、
他
願
人
の
感
情
を
害
す
れ
ば
、
蜂
の
巣
に
手
を
つ
っ
こ
む

と
同
様
の
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
、
汕
領
貿
易
が
ご
く
微
細
な
点
ま
で
完
全
に
汕
領
ギ
ル
ド
、
す
な
わ
ち
「
万
年
豊
」
の
支
配
下
に

あ
っ
た
。
他
の
諸
港
に
お
け
る
汕
願
人
も
、
し
っ
か
り
と
地
方
的
団
体
を
組
織
し
、
本
国
ギ
ル
ド
と
連
携
し
て
、
そ
の
指
府
下
に
動

か
さ
れ
て
い
た
。
本
国
ギ
ル
ド
は
斗
争
団
体
で
は
あ
っ
た
が
、
形
式
的
に
き
わ
め
て
民
主
的
な
支
配
下
に
あ
っ
て
、
地
域
的
に
二
部

門
（
筆
者
い
う
韓
江
派
と
榕
江
派
）
に
わ
か
れ
、
双
方
か
ら
毎
年
二
四
名
の
代
表
が
選
出
さ
れ
、
計
四
八
名
で
管
理
委
員
会
が
構
成
さ

れ
、
会
館
の
日
常
事
務
は
両
地
域
部
門
か
ら
輪
番
制
で
選
出
さ
れ
た
二
名
宛
、
計
四
名
の
い
わ
ゆ
る
常
務
会
董
で
管
理
さ
れ
て
い
た
。

　
重
要
事
項
は
、
両
地
域
部
門
に
代
表
す
る
各
一
名
宛
と
、
今
一
人
は
有
給
の
秘
書
の
三
名
に
意
見
が
微
せ
ら
れ
る
。
有
給
秘
書
は

「
総
幹
事
」
に
該
当
す
る
も
の
で
、
そ
の
資
格
と
義
務
は
会
館
の
規
則
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
泰
国
中
華
総
商
会
に
は
潮
州
智
だ
け
で
は
な
く
、
他
智
の
参
加
も
み
て
い
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
相
他
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。

今
年
の
バ
ン
コ
ッ
ク
で
の
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
も
、
か
つ
て
は
械
斗
で
有
名
で
あ
っ
た
満
州
智
が
華
僑
社
会
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
を
も
、
多
少
の
影
響
を
も
つ
も
の
と
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
中
華
総
商
会
が
潮
州
智
の
有
力
な
ペ
ナ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
華
総
商
会
と
の
、
政
治
的
・
経
済
的
連
携
を
保

持
し
て
い
る
こ
と
も
み
す
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
主
席
は
第
一
位
の
韓
江
派
で
あ
り
、
副
主
席
の
一
名
は
第
二

位
の
榕
江
派
、
他
の
一
名
は
そ
の
他
各
智
中
の
大
智
の
客
家
の
代
表
で
占
め
ら
れ
、
上
位
層
に
も
留
別
制
の
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
中
華
総
商
会
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
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総
商
会
の
尖
塔
状
的
構
成
＝
各
地
方
の
七
属
集
団
の
下
位
に
は
、
各
県
別
の
集
団
、
そ
の
下
位
に
は
郷
村
団
体
、
も
し
く
は
同
姓

村
落
の
姓
氏
団
体
が
下
属
し
、
あ
る
と
き
は
対
立
し
て
在
時
に
は
は
げ
し
い
械
斗
を
み
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
共
通
の
利
害
関
係
に

立
つ
と
き
は
相
連
携
し
て
、
対
政
府
、
も
し
く
は
対
外
的
に
強
力
な
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
な
い
し
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
経
済
的
斗
争
手

段
が
発
揮
さ
れ
る
。
き
わ
め
て
明
確
な
集
団
主
義
的
社
会
構
造
を
保
守
し
て
い
る
。

　
潮
州
留
の
下
位
に
は
海
・
澄
・
饒
系
の
「
暹
羅
澄
海
同
郷
会
」
、
「
旅
暹
潮
安
同
郷
会
」
、
「
饒
平
同
郷
会
」
が
あ
り
、
潮
・
掲
・
普

系
に
は
、
「
放
暹
潮
陽
同
郷
会
」
、
「
暹
羅
暹
掲
陽
同
郷
会
」
、
「
旅
暹
普
寧
同
郷
会
」
が
下
風
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
榕
江
流
域
の
「
恵

来
同
郷
会
」
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
存
在
で
も
あ
っ
て
、
恵
来
県
出
身
者
団
体
の
所
在
さ
え
み
い
だ
す
の
に
苦
心
し
た
が
、
漸
く
さ

が
し
え
た
も
の
は
、
ス
ラ
ム
街
と
も
い
う
ベ
き
と
こ
ろ
に
あ
る
陋
屋
に
す
ぎ
な
い
で
、
正
式
に
確
固
と
し
た
会
館
組
織
の
成
立
を
み

て
い
な
い
。
　
だ
が
、
恵
来
県
出
身
の
「
揚
錫
坤
」
（
精
米
・
建
築
・
銀
行
・
運
輸
・
保
険
・
鉄
鉱
・
洒
廠
・
糖
商
・
製
材
）
は
単
独
の
努
力

で
多
角
的
経
営
へ
の
進
出
に
成
功
し
、
副
主
席
の
地
位
に
す
ら
あ
る
こ
と
は
異
例
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
彼
は
広
府
帑
の
広

煩
学
校
の
出
身
者
で
あ
っ
て
、
純
然
た
る
潮
州
系
と
み
な
し
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
恵
来
会
館
の
不
在
と
同
様
問
題
が
あ
る
よ
う

に
み
か
け
ら
れ
る
。

　
次
に
、
客
家
混
在
の
「
泰
国
豊
順
会
館
」
、
客
家
専
任
の
大
埔
県
の
「
放
暹
大
埔
同
郷
会
」
も
、
泰
国
潮
州
会
館
に
下
風
し
て
い

る
。
客
家
に
は
「
泰
国
客
属
総
会
」
が
あ
り
、
嘉
応
州
梅
県
出
身
の
伍
氏
一
族
（
藍
三
企
業
森
林
有
限
公
司
）
を
中
心
と
し
て
淼
源
・

佐
南
・
竹
林
等
に
相
つ
い
で
、
伍
族
の
う
ち
励
民
が
副
主
席
の
地
位
に
就
い
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
客
家
の
大
多
数
は
、
嘉
応
州
出
身
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
下
属
す
る
も
の
に
は
「
泰
国
典
寧
会
館
」
が
あ
る
。
潮
州

に
は
、
前
述
の
通
り
大
埔
・
豊
順
の
両
会
館
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
重
労
働
者
の
出
身
地
と
も
い
う
べ
き
強
悍
な
海
陸
豊
（
恵
州
海
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豊
県
・
陸
豊
県
出
身
者
）
の
所
属
す
る
「
恵
州
客
家
」
の
み
い
だ
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
マ
レ
イ
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
と
は
相

違
す
る
バ
ン
コ
ッ
ク
客
家
社
会
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ま
ん
ふ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
福
建
省
の
水
定
客
家
（
永
定
県
出
身
）
と
し
て
は
、
胡
文
虎
（
一
ハ
八
一
｜
一
九
五
四
）
が
著
名
で
あ
っ
た
が
、
福
建
省
の
「
水
定
客

家
」
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
で
は
「
泰
国
福
建
会
館
」
と
「
泰
国
客
属
総
会
」
の
双
方
に
所
属
す
る
両
頭
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
広
肇
系
」
は
、
性
格
開
放
的
、
職
人
的
で
、
女
子
労
働
者
も
多
数
み
ら
れ
る
が
、
社
会
的
・
経
済
的
に
守
旧
的
で
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
お
け
る
と
同
様
後
退
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
　
「
海
南
系
」
は
、
「
国
民
経
済
雑
誌
」
（
第
一
二
六
巻
・
第
四
号
、
昭
和
四
七
年
一
〇
月
「
宮
下
忠
雄
博
士
記
念
号
」
）
所
載
の
「
海
南
毎
」

の
場
合
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
集
団
的
凝
集
力
が
き
わ
め
て
高
く
、
海
南
島
東
北
部
の
文
昌
県
出
身
者
の
み
で
、
同
会
館

の
第
二
一
局
（
一
九
六
九
―
七
〇
年
度
）
の
四
八
名
の
理
事
、
監
事
の
う
ち
、
陳
来
瓊
理
事
長
（
文
昌
県
錦
山
郷
出
身
、
珍
平
酒
楼
・
工
場

・
精
米
・
建
築
・
地
産
経
営
・
天
華
医
院
副
董
事
長
・
海
南
陳
家
社
理
事
長
・
本
年
四
四
才
・
一
二
才
来
泰
）
以
下
四
二
名
が
文
昌
県
出
身
者

で
あ
っ
て
、
「
海
南
会
館
」
と
呼
称
す
る
よ
り
は
、
「
文
昌
県
同
郷
会
」
に
近
い
実
態
を
保
持
し
て
い
る
。
他
の
六
名
も
す
べ
て
文
昌

県
の
北
方
に
近
接
す
る
海
口
港
に
近
い
珍
山
県
出
身
者
の
み
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
同
姓
村
落
、
も
し
く
は
姓
氏
団
体
を
形
成
し

て
、
地
縁
的
結
合
関
係
、
そ
れ
は
土
語
・
習
俗
・
職
業
と
も
つ
な
が
り
、
各
毎
に
共
通
し
た
特
性
で
あ
る
が
、
と
く
に
海
南
毎
の
場

合
は
地
縁
的
凝
集
力
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
ー
は
異
常
に
高
い
も
の
が
あ
る
。
海
南
島
の
種
族
構
成
は
、
本
国
か
ら
の
浪
江
・
福
建
方

面
か
ら
の
漢
民
族
・
客
家
や
土
着
の
苗
族
・
黎
族
の
ほ
か
に
蛋
民
族
・
回
教
徒
等
人
種
的
構
成
は
複
雑
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
混
交
を
み
な
い
で
、
海
外
に
進
出
し
た
大
多
数
は
文
昌
県
と
少
数
は
珍
山
県
に
限
ら
れ
て
い
る
。
地
縁
・
血
縁
に
よ
る
自
然
的

人
的
結
合
関
係
が
、
一
般
に
旧
習
的
な
も
の
と
し
て
問
題
に
さ
れ
な
い
主
張
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
的
に
は
歴
史
的
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に
中
国
民
間
社
会
の
伝
統
主
義
的
構
成
が
保
守
さ
れ
、
外
観
上
最
高
経
済
的
団
体
と
し
て
の
み
み
ら
れ
が
ち
な
中
華
総
商
会
の
構
造

に
も
潜
在
的
に
保
守
温
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
み
す
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
そ
の
一
例
と
し
て
海
南
会
館
役
員
の
場
合
の
姓
氏
団
体
と
し
て
有
力
な
も
の
を
あ
げ
て
み
れ
ば
、
次
の
通
り
の
も
の
が

あ
る
。

　
　
田
　
雲
氏
祖
祠
（
海
南
会
館
第
八
届
理
事
長
、
雲
逢
春
、
そ
の
他
第
一
｜
七
屈
雲
竹
亭
理
事
長
・
第
四
－
六
届
監
事
・
雲
位
侯
・
第
八
届
財
政

　
　
　
・
雲
逢
仁
等
、
以
下
略
）

　
　
㈲
　
陳
家
社
（
第
八
届
副
理
事
長
旅
来
瓊
、
第
一
届
常
務
理
事
陳
協
坤
、
第
八
届
監
事
陣
明
、
第
八
届
常
務
理
事
陳
香
林
、
第
九
届
監
事
長
陣

　
　
　
嘉
茂
等
）

　
　
㈲
　
符
氏
祖
祠
（
第
一
届
副
理
事
長
符
照
光
、
第
四
届
常
務
理
事
符
嶽
五
、
第
四
・
五
届
総
幹
事
符
宿
垣
、
第
六
届
副
監
事
長
符
汝
舟
、
第
七

　
　
　
届
監
事
符
大
応
等
）

　
　
㈲
　
韓
氏
祖
祠
（
第
一
届
理
事
韓
心
伝
、
韓
仁
元
・
第
二
届
理
事
韓
少
文
、
韓
露
泉
・
第
三
届
秘
書
律
心
伝
・
第
四
届
監
事
韓
歩
程
・
第
五
届

　
　
　
監
事
律
義
元
・
第
七
・
八
届
監
事
韓
演
豊
・
第
九
届
理
事
韓
灼
元
等
）

　
　
㈲
　
呉
氏
祖
祠
（
第
二
・
三
届
監
事
呉
清
瑤
、
呉
世
恵
・
第
四
届
理
事
呉
世
恵
・
第
六
・
七
届
理
事
呉
淑
芳
・
第
六
届
監
事
呉
多
福
・
第
八
届

　
　
　
監
事
長
呉
多
福
・
第
九
届
理
事
呉
多
福
等
）

　
　
㈲
　
林
氏
祖
祠
（
第
一
届
秘
書
林
中
川
、
同
理
事
林
謨
、
同
監
事
林
達
三
・
第
二
届
理
事
林
鴻
桓
・
第
三
届
監
事
長
林
鴻
桓
・
第
五
・
六
届
理

　
　
　
事
林
鴻
桓
・
第
七
・
八
・
九
届
理
事
林
鴻
和
・
第
九
届
理
事
林
猷
義
等
）

　
　
ｍ
　
刑
武
経
社
（
第
一
二
届
理
事
利
詒
書
、
同
理
事
刑
東
福
、
同
理
事
刑
福
任
、
同
理
事
刑
穀
鴻
等
）

　
如
上
の
諸
姓
氏
団
体
は
、
海
南
島
文
昌
県
方
面
の
望
族
で
あ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
海
南
会
館
の
役
員
と
し
て
選
出
さ
れ
る
の
み
な
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ら
ず
、
一
九
七
一
年
度
の
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
の
会
董
と
し
て
は
、
符
大
応
（
文
昌
県
抱
芳
市
辺
田
村
人
二
一
才
来
泰
、
タ
イ
国
最
大

の
泰
興
盛
製
材
工
場
経
営
）
、
符
大
源
（
明
泰
企
業
限
公
司
経
営
）
、
呉
多
福
（
文
昌
県
官
路
村
人
、
通
城
「
時
計
・
眼
鏡
業
」
有
限
公
司
経
営
）

等
、
か
つ
て
は
経
済
的
・
社
会
的
に
最
低
位
あ
っ
た
本
祭
か
ら
、
計
三
名
の
会
董
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
台
湾
系
」
は
、
戦
後
日
本
語
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
し
て
小
智
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
資
本
と
の
合
併
企
業
で
経
済
的
進
出
を

み
、
二
名
の
会
董
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
「
泰
国
台
湾
会
館
」
の
主
席
の
「
林
炳
煌
」
（
大
新
実
業
有
限
公
司
董
事
長
、
二
二
才
来
泰
、
本

年
五
二
才
）
氏
も
、
丹
頂
化
粧
品
・
花
王
石
鹸
と
の
合
弁
企
業
に
成
功
し
て
い
る
。

　
次
に
「
三
江
祭
」
は
、
新
来
の
集
団
で
あ
っ
て
、
戦
後
上
海
の
租
界
経
済
か
ら
脱
出
し
て
、
ホ
ン
コ
ン
の
ノ
ー
ス
・
ポ
イ
ン
ト

　
（
北
角
）
に
根
拠
地
を
お
い
て
、
仲
継
貿
易
港
か
ら
加
工
産
業
地
と
し
て
へ
の
目
覚
ま
し
い
経
済
構
造
の
変
革
を
実
現
せ
し
め
、
今

日
で
は
香
港
中
華
総
商
会
長
は
浪
江
省
出
身
の
王
寛
誠
（
浙
江
省
寧
波
市
、
維
大
洋
行
有
限
公
司
董
事
長
・
大
元
置
業
有
限
公
司
董
事
長
・
東

南
企
業
有
限
公
司
董
事
長
）
で
あ
っ
て
、
ホ
ン
コ
ン
総
人
口
の
九
〇
％
以
上
を
占
め
る
「
広
府
系
」
を
お
さ
え
る
経
済
勢
力
を
占
め
て

い
る
。

　
だ
が
、
タ
イ
国
で
は
戦
後
入
国
制
限
が
強
化
さ
れ
て
き
た
た
め
か
、
三
江
祭
の
勢
力
は
家
具
業
・
建
築
業
等
の
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
思
わ
し
く
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
単
に
タ
イ
政
府
の
入
国
制
限
政
策
と
し
て
の
み
だ
け
で
は
な
く
、
潮
州
祭
の
異
常
な
団
結
性
、

い
い
か
え
れ
ば
排
他
性
の
結
果
に
も
帰
結
せ
し
め
う
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
総
商
会
へ
の
会
董
は
張
杰
陵
（
浙
江
出
身
、
江
浙
会
舘
理
事
長
・
骨
董
・
家
具
商
・
建
築
業
）
一
名
で
、
浙
江
会
館
の
理
事
と
総
商
会

会
董
を
二
十
余
年
間
歴
任
し
て
い
る
。
ホ
ン
コ
ン
で
は
「
三
江
系
」
は
正
会
長
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
総
商
会
で
も
、
正
会
長
「
福
建

系
」
、
副
会
長
二
名
は
、
「
潮
州
系
」
一
名
、
「
三
江
系
」
一
名
と
、
そ
の
会
員
数
に
お
い
て
も
三
江
系
の
進
出
に
即
応
し
て
い
る
こ
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と
と
は
、
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　
泰
国
中
華
総
商
会
の
章
程
の
う
ち
に
は
、
聊
派
別
選
挙
制
の
規
定
は
、
全
然
み
ら
れ
な
い
が
、
会
員
の
愕
派
的
勢
力
に
比
例
し
て

会
董
の
選
出
を
み
、
そ
れ
が
下
属
の
県
同
郷
会
、
姓
氏
団
体
の
上
に
尖
俗
歌
的
に
構
成
さ
れ
、
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
が
華
僑
商
人

社
会
の
最
高
集
成
団
体
と
し
て
機
能
を
果
し
て
い
る
。

　
バ
ン
コ
ッ
ク
の
華
僑
商
人
社
会
で
、
早
く
か
ら
経
済
的
に
最
優
位
に
あ
っ
た
の
は
火
碧
業
（
精
米
業
）
で
あ
っ
て
、
現
存
の
総
商

会
の
地
址
の
十
分
の
六
を
総
商
会
が
占
め
、
十
分
の
四
は
「
火
箭
公
会
」
、
今
日
で
は
「
米
商
公
会
」
に
所
属
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
既
往
の
主
席
に
は
陳
守
明
（
饒
平
県
出
身
、
節
黌
利
「
精
米
業
」
公
司
、
培
英
学
校
董
事
主
席
、
第
一
三
、
一
四
、
一
八
、
一
九
届
主

席
）
や
、
蟻
光
炎
（
澄
海
県
、
光
興
泰
・
光
順
利
・
光
順
泰
「
精
米
業
」
公
司
、
報
徳
善
堂
董
事
長
、
第
一
五
、
一
六
届
総
商
会
主
席
）
等
の
精

米
業
者
等
が
総
商
会
の
運
営
に
財
政
的
援
助
に
貢
献
し
、
現
在
の
主
席
黄
作
明
（
澄
府
県
出
身
、
泰
国
米
商
公
会
主
席
、
国
際
米
業
貿
易

有
限
公
司
董
事
兼
経
理
、
報
徳
善
堂
董
事
、
新
二
届
主
席
）
も
米
商
で
あ
り
、
ま
た
黄
氏
宗
親
総
会
名
挙
理
事
長
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
領
導
層
は
、
経
済
面
以
外
に
社
会
事
業
に
お
け
る
貢
献
度
も
高
い
こ
と
が
要
諸
さ
れ
、
総
商
会
は
地
縁
的
な
七
属
団
体

の
上
に
全
僑
性
共
同
機
関
と
し
て
、
経
済
的
団
体
と
し
て
以
外
に
、
情
勢
の
如
何
に
よ
っ
て
社
会
的
、
時
と
し
て
は
商
会
法
や
、
章

程
で
否
定
さ
れ
て
い
る
政
治
的
活
動
に
も
お
よ
ぶ
弾
力
性
を
保
持
し
て
い
る
。

　
下
属
す
る
姓
氏
団
体
・
村
落
団
体
・
州
県
同
郷
会
か
ら
、
各
善
堂
・
医
院
・
学
校
と
、
そ
の
同
窓
会
等
の
上
位
に
あ
っ
て
、
華
僑

社
会
を
領
海
し
て
い
く
最
高
機
関
と
し
て
の
泰
国
中
華
総
商
会
の
も
つ
意
義
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
や
、
英
領
植
民
地
ホ
ン
コ

ン
に
比
較
す
る
場
合
に
、
柔
軟
な
支
配
体
制
の
仏
教
国
タ
イ
に
お
け
る
だ
け
に
、
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
観
取
さ
れ
う
る
の
で
あ

る
。
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な
お
、
泰
国
中
華
総
商
会
は
、
タ
イ
政
府
が
二
九
六
六
年
に
改
訂
発
布
し
た
「
新
商
会
法
」
で
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
設
立
さ
れ
た

商
会
に
は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
と
対
岸
の
ト
ン
ブ
リ
の
法
人
、
も
し
く
は
自
然
人
は
、
何
人
で
も
同
会
会
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
、
「
泰
国
中
華
総
商
会
」
の
名
称
も
原
則
と
し
て
タ
イ
文
（
タ
イ
文
名
省
略
）
に
改
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
文
・
英
文
の
旧

称
名
も
用
い
え
ら
れ
る
が
、
同
会
第
三
十
一
届
会
董
会
を
改
め
て
新
一
届
会
董
会
と
し
て
改
め
て
新
発
足
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
右
の
経
過
に
は
、
一
九
五
五
年
以
降
タ
イ
政
府
が
排
華
政
策
か
ら
、
同
化
政
策
へ
と
大
き
く
転
換
し
、
タ
イ
語
強
制
政
策
を
採
用

し
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
。

　
華
僑
社
会
が
タ
イ
政
府
の
同
化
政
策
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
の
成
果
を
あ
げ
て
い
く
か
に
は
、
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

既
往
に
お
い
て
、
タ
イ
政
府
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
か
け
て
、
同
化
政
策
の
促
進
に
努
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一
九

三
八
年
十
二
月
か
ら
ル
ア
ン
・
ピ
ブ
ン
・
ソ
ン
ク
ラ
ム
＝
L
u
a
n
g

P
h
i
b
u
nS
o
n
k
h
r
a
m
が
首
相
の
地
位
に
つ
く
と
と
も
に
、
き

び
し
い
排
華
政
策
を
促
進
し
、
塩
・
タ
バ
コ
等
の
主
要
商
品
の
製
造
・
販
売
を
禁
止
し
、
秘
密
裡
に
多
く
の
職
業
制
限
政
策
を
採
用

し
、
華
僑
側
に
多
数
の
破
産
者
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
、
一
九
三
九
年
秋
に
は
、
公
・
私
企
業
と
も
七
五
％
以
上
の
タ
イ
人
労
働
者

の
雇
用
を
強
制
す
る
政
令
を
発
布
し
、
国
貨
使
用
を
奨
励
し
た
。
排
華
政
策
は
戦
時
中
に
も
強
行
さ
れ
た
が
、
戦
後
一
九
五
五
年
ピ

ブ
ン
首
相
の
外
遊
後
、
七
月
十
五
日
か
ら
華
僑
に
タ
イ
国
民
と
ほ
ぼ
同
様
の
権
利
を
与
え
る
こ
と
と
し
、
再
び
同
化
政
策
へ
と
急
転

回
し
た
。
タ
イ
語
を
よ
く
し
な
く
て
も
帰
化
を
認
め
、
一
九
五
六
年
に
は
、
そ
の
出
身
・
祖
先
の
如
何
を
問
わ
な
い
で
、
タ
イ
市
民

は
す
べ
て
平
等
に
軍
人
と
も
な
り
う
る
「
軍
事
法
」
の
改
正
を
さ
え
み
た
。
一
九
五
七
年
九
月
の
ク
デ
タ
ー
で
サ
リ
ッ
ト
元
師
と
の

交
代
を
み
て
か
ら
も
、
若
干
の
職
業
制
限
、
外
僑
随
身
法
例
費
徴
収
、
タ
イ
語
教
育
の
促
進
、
中
国
人
の
入
国
制
限
が
強
化
さ
れ
て

き
て
い
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
居
住
国
政
府
の
政
策
が
排
華
、
も
し
く
は
同
化
へ
と
変
転
し
て
も
、
如
上
に
も
明
ら
か
に
し
て
き
た
通
り
、
華
僑

社
会
に
内
在
す
る
強
固
な
中
華
総
商
会
を
最
高
機
関
と
す
る
自
治
機
構
と
、
各
地
華
僑
社
会
間
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
華
僑

社
会
固
有
の
「
二
元
主
義
」
に
よ
っ
て
、
外
観
的
に
居
住
国
生
活
に
同
化
し
た
ご
と
く
み
ら
れ
て
も
、
完
全
に
タ
イ
文
化
に
同
化
さ

れ
終
っ
た
と
み
る
こ
と
は
速
断
に
失
す
る
で
あ
ろ
う
。
華
僑
諸
団
体
を
下
部
か
ら
上
位
団
体
ま
で
、
総
合
的
に
観
察
す
る
場
合
、
血

縁
・
地
縁
・
熟
識
に
よ
る
自
然
的
人
的
結
合
干
係
が
、
な
お
つ
よ
く
温
存
さ
れ
て
い
る
。
学
校
教
育
に
お
い
て
す
ら
、
培
英
学
校
・

普
智
学
校
（
潮
州
系
）
・
明
徳
学
校
・
坤
徳
女
校
（
広
肇
系
）
・
道
徳
学
校
（
客
家
系
）
・
育
民
学
校
（
海
南
系
）
・
培
元
学
校
（
福
建
系
）
・

黄
魂
中
学
・
新
民
学
校
（
中
国
革
命
同
盟
会
系
）
等
、
聊
派
的
に
設
立
さ
れ
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
中
華
総
商
会
そ
れ
自
身
は
、

沙
呑
（
華
商
）
中
学
校
を
経
営
し
て
い
る
。

　
右
の
う
ち
で
も
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
の
潮
州
系
が
、
学
生
・
卒
業
生
数
と
も
、
も
っ
と
も
多
く
、
「
培
英
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
て
、

有
力
な
派
閥
を
形
成
し
て
い
る
。
中
華
総
商
会
に
は
、
「
文
教
委
員
会
」
が
あ
っ
て
、
学
制
の
編
成
・
中
国
語
教
育
等
の
促
進
援
助

を
任
務
と
し
て
い
る
。
中
華
総
商
会
の
委
員
会
と
し
て
は
、
「
文
教
委
員
会
」
の
ほ
か
に
、
「
交
際
委
員
会
」
・
「
宣
伝
委
員
会
」
・
「
調

解
委
員
会
」
・
「
体
育
委
員
会
」
・
「
徴
求
会
員
設
計
委
員
会
」
・
「
福
利
委
員
会
」
・
「
経
済
研
究
委
員
会
」
・
「
商
品
鑑
定
委
員
会
」
・
「
促

進
工
商
業
委
員
会
」
が
あ
る
。

　
そ
れ
ら
の
委
員
会
の
名
称
か
ら
し
て
も
、
漸
く
終
り
の
三
委
員
会
が
純
粋
経
済
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
多
く
は
華
僑
社
会
全

体
の
福
祉
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
単
純
な
経
済
的
団
体
と
し
て
の
み
は
理
解
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
へ
　
工
商
業
委
員
会
り
た
だ
、
右
の
各
委
員
会
中
最
後
の
経
済
的
色
彩
の
つ
よ
い
「
促
進
工
商
業
委
員
会
」
の
み
に
は
、
次
の
通

り
の
各
工
商
業
組
に
分
か
れ
、
組
織
さ
れ
て
い
る
。
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右
の
諸
業
種
の
う
ち
、
籍
貫
（
出
身
地
）
と
職
業
が
な
お
集
団
的
に
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
の
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
は
、
0
0
土

産
朗
行
集
団
は
「
潮
州
系
」
で
あ
り
、
②
火
鋸
（
製
材
）
集
団
は
「
海
南
系
」
で
あ
り
、
㈲
火
襲
（
精
米
）
集
団
は
「
潮
州
系
」
と
若

干
の
「
広
府
系
」
で
あ
り
、
㈲
木
業
、
㈲
五
金
、
㈲
米
業
、
㈲
糾
剛
�
香
肋
油
（
ホ
ン
コ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
マ
ト
ラ
貿
易
）
集

団
、
帥
西
勢
（
ベ
ト
ナ
ム
）
貿
易
集
団
、
岫
銀
信
業
集
団
、
叫
缶
詰
京
菓
業
集
団
、
叫
糖
業
集
団
等
の
食
料
品
関
係
と
、
そ
の
貿
易
部
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門
等
は
何
れ
も
「
潮
州
系
」
が
支
配
的
で
あ
る
。
㈲
皮
業
集
団
、
匈
職
業
集
団
、
勁
縫
業
集
団
は
「
客
家
系
」
で
あ
り
、
㈱
茶
業
集

団
は
「
福
建
系
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
業
種
と
出
身
地
の
固
定
化
の
傾
向
が
か
な
り
普
遍
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ク
ラ
ー
ュ
ッ
シ
ュ
な
、
も
し
く
は
セ
ブ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
中
国
ギ
ル
ド
の
研
究
家
の
マ
ッ
ク
ゴ
ワ
ン
＝
｝
）
こ
・
Ｋ
Ｑ
必
Ｏ
Ｗ
呂

は
『
一
九
世
紀
末
温
州
（
浙
江
省
）
の
魚
釣
針
エ
ギ
ル
ド
が
福
建
省
人
に
の
み
限
ら
れ
、
針
造
り
の
職
人
が
泰
州
と
江
蘇
出
身
者
の
み

が
、
温
州
で
働
ら
く
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
獣
脂
ろ
う
そ
く
職
人
と
、
錫
箔
た
た
き
職
は
、
地
方
的
派
閥
心
の
つ
よ
い
こ
と
で
有

名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
職
人
達
は
他
省
の
同
業
者
と
は
共
同
し
て
働
ら
か
な
い
。
た
と
え
、
別
の
建
物
で
働
い
て
い
て
も
、
し
ば
し

ば
激
烈
な
械
斗
を
、
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
温
州
の
金
箔
職
人
は
寧
波
出
身
の
金
箔
職
人
達
で
独
占
さ
れ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
組
合
は
温
州
人
に
金
箔
造
り
を
教
え
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
万
一
、
あ
る
雇
い
主
が
そ
の
規
則
に
背
く
場
合
に
は
、
職

人
達
は
自
分
達
の
規
則
で
こ
の
よ
う
な
違
反
者
に
加
え
る
処
罰
を
強
行
す
る
た
め
に
集
会
す
る
。
温
州
の
商
人
ギ
ル
ド
が
八
〇
年
以

前
に
設
立
さ
れ
た
際
に
、
参
加
を
拒
否
し
た
も
の
に
は
、
た
と
え
同
省
内
の
地
方
の
人
達
で
あ
っ
て
も
、
永
久
に
排
除
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
』
と
述
べ
、
一
九
世
紀
末
浙
江
省
温
州
の
職
人
達
の
場
合
に
つ
い
て
偕
派
的
観
念
の
き
わ
め
て
つ
よ
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
派
閥
精
神
は
漸
次
後
退
し
、
他
省
人
と
も
、
長
年
の
熟
識
（
顔
）
関
係
に
よ
っ
て
、
協
同
精
神
の
成
立
を
み
て
く
る

場
合
も
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
否
定
さ
れ
え
な
い
。
以
上
の
諸
業
種
集
団
の
う
ち
に
も
、
各
偕
協
同
で
組
織
さ
れ
て
い
る
も
の
の

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
概
観
す
る
と
き
、
マ
ッ
ク
ゴ
ワ
ン
が
一
九
世
紀
未
温
州
に
つ
い
て
述
べ
た

よ
う
な
特
性
が
、
と
く
に
ク
ラ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
、
か
つ
て
は
械
斗
で
有
名
で
あ
っ
た
潮
州
系
支
配
の
バ
ン
コ
ッ
ク
の
華
僑
社
会
に

も
、
前
世
紀
的
で
、
守
旧
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
式
残
存
を
み
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
章
程
の
う
ち
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に
は
、
中
国
的
色
彩
が
稀
簿
化
し
て
き
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
、
な
お
中
国
的
因
習
の
守
旧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。

華
僑
社
会
は
個
人
主
義
的
社
会
と
み
る
よ
り
は
、
な
お
北
欧
ゲ
ル
マ
ン
的
団
体
主
義
に
相
似
す
る
集
団
主
義
社
会
と
し
て
観
察
し
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
次
稿
で
総
商
会
の
職
能
を
述
べ
る
際
に
も
そ
の
点
を
ふ
く
め
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
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